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令和３年度決算報告特

集
今
月
の

主
な
内
容

・文化の日　表彰に輝く人たち …Ｐ ８ ～ ９
・就学援助「入学前応援金」を支給します …Ｐ10
・農業用燃油・肥料費の高騰分に対して支援します …Ｐ10 ほか
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国庫支出金市税 地方交付税

地方譲与税等県支出金 市債

その他

衛生費民生費総務費

 教育費

労働費・農林水産業費・
商工費・災害復旧費

消防費

議会費

土木費

公債費

繰入金 分担金・使用料等

特集

決
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告

令和

３
年度

　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
市
政
。
昨
年
度
は
ど
れ
く

ら
い
の
収
入
が
あ
り
、ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

計
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
や
差
引
が
合
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※(　)内の金額は、前年度との比較

歳出総額
５８４億６，６２２万円

対前年度比
１４２億８，１７９万円減

歳入総額
６０７億４，５４３万円

対前年度比
１３８億３，６８８万円減

117億5,857万円(99億5,530万円減)
国からの補助金

167億4,424万円(１億143万円増)
皆さんが納めた市民税、固定資産
税、軽自動車税など

166億3,568万円(10億6,704万円増)
地域で生活に違いが出ないよう、人口
や税収に応じて国から配られるお金

42億2,704万円(８億3,316万円増)
国や県が集めた税金のうち、市
町村に配られるお金

38億797万円(3,742万円増)
県からの補助金

23億9,193万円(30億2,824万円減)
市が必要な事業をするために国や
金融機関などから借りるお金

39億7,995万円(１億7,500万円増)
諸収入、寄附金、財産収入、繰越金

57億4,807万円(16億611万円減)
予防接種、母子保健、健康増進や
ごみ、し尿の処理など

223億828万円(28億4,551万円増)
児童、高齢者、しょうがい者の福
祉推進など

74億5,689万円(136億1,216万円減)
人権施策、庁舎管理、交通対策、
防犯対策、自治振興など

54億2,306万円(10億638万円減)
学校の管理・運営や施設整備、生涯
学習の推進や文化財の保護など

34億7,197万円(13億6,125万円減)
勤労者の福祉、商業・観光、農林水
産業の振興、台風等の災害を受け
た箇所の復旧経費など

21億5,777万円(4億1,173万円減)
消防・救急活動、水防や災害対策、
原子力対策など

２億5,383万円(85万円増)
議員の報酬や市議会の運営経費

71億281万円(14億4,282万円増)
道路、公園、公営住宅等の整備や
除雪など

45億4,354万円(５億7,334万円減)
これまでの施設整備などのため
に借りたお金(市債)の返済

７億5,323万円(30億4,324万円減)
各種基金から繰り入れるお金

４億4,682万円(2,416万円減)
保育所や幼稚園の保育料、市営住
宅家賃など

病院事業
長浜病院 湖北病院

収益的収入 収益的支出 収益的収入 収益的支出
158億4,087万円 143億6,293万円 35億2,754万円 28億9,735万円

純損益　14億7,794万円
(経常損益　14億7,794万円)

純損益　6億3,019万円
(経常損益　6億3,019万円)

　公立病院としての社会的使命を果たすため、通常診療に加えコロナ専用病床の開設やワクチン接種等のコロナ対策に取り組ん
だ結果、国や県からの補助金等により、平成23年度以来の純利益(黒字)を計上し、病院経営の大きな下支えとなりました。今後も感
染症対策を継続し、安全安心に通院・入院できる環境を整えながら、湖北医療圏域の中核を担う基幹病院として、地域ニーズに沿っ
た質の高い医療を安定的かつ継続的に提供してまいります。

老人保健施設事業
収益的収入 収益的支出

4億5,436万円 4億5,698万円
純損益　△268万円 (経常損益　△262万円)

　在宅復帰を支援する施設である介護老人保健施設本来の使命・役割を果たせるようリハビリ機能の充実を図り、認知症ケア及
び看取り療養に積極的に取り組みましたが、コロナ禍の影響により利用者が減少し、純損失を計上することとなりました。今後
も利用者が安全に快適な生活が送れるよう、感染防止対策を講じながら介護サービスの充実に努めてまいります。

公共下水道事業
収益的収入 収益的支出

42億2,195万円 36億4,860万円
純損益　５億7,335万円 (経常損益　５億7,768万円)

　 昨年に引き続き利益を計上することができました。経費回収率は150.3％となり、使用料で維持管理費を回収できており、健全
経営の水準に達しています。快適で安全・安心、持続可能な下水道の構築に向けて、今後も更なる経営基盤の強化に努めます。

福祉、教育、道路整備など、市の基本となる事業を行うための会計

国民健康保険、介護保険のように対象となる人が限られる会計

病院や介護施設など、民間企業と同じように利用料をもらいその利益で運営している会計

市の会計
一般会計

特別会計

企業会計

歳入歳出

市税
167億円

総務費
75億円教育費

54億円

公債費
45億円

土木費
71億円 民生費

223億円

労働費・
農林水産業費・
商工費・
災害復旧費
35億円

衛生費
57億円

地方交付税
166億円

分担金・使用料等 4億円

県支出金
38億円

繰入金
8億円

市債
24億円

その他 40億円議会費 3億円

消防費
22億円 地方譲与税等

42億円

国庫支出金
118億円

区分 歳入 歳出 差引 特徴

国民健康保険 110億9,326万円 110億7,115万円 2,211万円
　県が示す標準保険料率に合わせて、市も同様に
保険料率を引き下げました。新型コロナ拡大を受
け、傷病手当金や保険料の減免を適切に行いまし
た。

国民健康保険
(直診勘定) １億5,651万円 1億5,071万円 580万円

　診療所運営は厳しく、基金の繰入で対応する状
態が続いています。赤字が続くと予想されるため、
より効率的な運営に努めます。

後期高齢者
医療保険 14億5,444万円 14億5,299万円 145万円

　制度運営主体の滋賀県後期高齢者医療広域連
合と連携し、保険料の徴収や窓口での相談事務に
関する費用を執行しました。

介護保険 120億5,164万円 117億893万円 3億4,271万円

　高齢者が身近な住み慣れた地域で役割、生き
がい、安心を得て、自立した日常生活を送ること
ができるよう、地域の実情に応じた地域包括ケア
システムを推進するとともに、介護保険の適正な
運用、安定的な運営に努めました。

休日急患診療所 3,249万円 3,248万円 1万円

　救急病院の負担軽減を図るため、湖北医師会
の協力のもと内科および小児科の初期救急医療
を実施しました。休日急患診療所の利用者割合は
32.4%に留まりました。これに伴う減収分は、一
般会計から繰出を行いました。

農業集落排水 12億3,510万円 12億3,243万円 267万円
　経費回収率は54.5%となり、使用料で維持管理
費の全額が回収できず、一般会計からの繰入金に
依存している状態です。今後も公共下水道への接
続を進め、経営の改善に努めます。
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健全な財政運営と今後の課題
○ 湖北広域行政事務センターの斎場整備事業の終了により、借入金(市債)は４年ぶりに減少。
○ 借入金(市債)を計画的に繰り上げて償還(返済)することで、市債残高は財政計画に掲げる金額を下回るな
ど、引き続き健全な財政運営を維持。
○ 財政の健全性の指標とされている健全
化判断比率(借金返済や借入額が多すぎ
ないかなど)等の基準はクリア。
■ 人件費や扶助費などの増加傾向や、公共施
設の老朽化による維持補修費の増加が想
定されるため、財政の硬直化を回避するに
は、公債費の抑制が必要。
☆ 今後も引き続き計画的な繰上償還の実施
により公債費負担の軽減と市債残高の縮
小に努め、財政の健全化を図ります。

▲ 計画的な財政運営により市債残高を縮小し、基金残高の増加に
努めています。
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新型コロナウイルス感染症対策　　くらしと経済の再生に45億2,532万円
　市民の生命を守り、日々のくらしを取り戻すことができるよう、市民・事業者の生活や活動を支援する対策
事業に取り組みました。

■感染症対策 １億2,267万円
○ 感染症対策のための診療所や認定こども
園の施設改修 5,430万円
○ 感染症対策に取り組む医療機関やしょう
がい福祉サービス事業所への給付
 4,026万円
○ 学校や認定こども園などの感染症対策物
品の購入 2,811万円

■デジタル化対策 2,590万円
○ 小学校へのタブレット配備や職員のテレ
ワーク環境整備によるデジタル化対策

■その他の支援 １億2,182万円
○ 指定管理施設の減収対応、文化ホールの
映像配信環境整備、在宅環境改善のため
の助成金の支給など

■くらし再生対策
 30億9,192万円
○子育て世帯臨時特別給付金
 18億3,490万円
○非課税世帯等臨時特別給付金
 ８億3,679万円
○子育て世帯への生活支援の給付
 ３億5,920万円
○ 生活困窮する人への自立支援や住宅確保
の給付等 6,103万円■新型コロナウイルスワクチン接種

 ８億8,484万円
○新型コロナウイルスワクチン接種推進事業

■経済再生対策 ２億7,817万円
○ キャッシュレス決済ポイント還元や公共
工事の早期執行などによる需要喚起
 １億4,841万円
○ 市内業者の事業継続や立て直しのための
支援金の支給 6,501万円
○ 観光誘客促進やサテライトオフィス開設支
援のための補助金の交付 6,475万円

令和３年度はこんなことに取り組みました

政策１ 市民・自治　～市民と共に創る～

政策２ 教育・文化　～健やかで豊かな心が育つ～

◆ 証明書交付等の窓口一元化

事業 １億2,221万円
　取得機会の多い市民課関係証明
と税証明を、申請手続きから交付ま
でワンストップで行えるよう、証明
書申請窓口を整備しました。

◆ 女性の活躍応援

　プロジェクト事業 141万円
　働きたい、起業したい女性の「働
く」ことへのサポート事業や新たな
一歩を踏み出すきっかけとなる交
流事業、家庭・地域における男女共
同参画の啓発を行い、女性が挑戦で
きる環境づくりを進めました。

◆ 北部振興局旧会計室改修工事 

597万円
　マイナンバーカードの申請・交
付が増加していることから、窓口の
混雑を緩和し、個人情報保護や来庁
者の利便性を高めるため、旧会計室
を改修してカード申請・交付の専
用窓口を設置しました。

 ◆保育業務支援システム導入事業

4,000万円
　保育業務支援システムを導入し、保護者との相互連
絡機能の向上や園児に関する記録の一元管理など、園
の事務作業が効率的
に行える環境を整え
ました。

 ◆教育の情報化推進事業 3,678万円
　ＩＣＴ教育の推進を図るため、各教室に大型モニ
ターを整備するとともに、児童生徒の学籍等の情報を
一元管理し、教職員間の情報共有が図れるよう校務支
援システムを導入し
ました。また、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授
業を推進するため、
学校ＩＣＴ支援員を
配置しました。

 ◆ 市民で支える小学校給食費補助・多子世帯

保育料等負担軽減事業 9億7,639万円
　将来を担う子どもたちの健やかな成長を市民全体で
支えるため、小学校の給食費を全額補助しました。ま
た、多子世帯の保育料
および副食費につい
て、第２子半額、第３
子以降無償化を実施
しました。

 ◆保育人材確保対策事業 926万円
　保育人材を応援する３つの助成事業(奨学金返還支
援、宿舎居住支援、再就職定着応援金)を実施し、待機児
童の解消に向けた人材確保を図り、安心して子育てが
できるまちとしての
環境を整えました。
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政策３ 健康・福祉　～いきいきと温かく生きる～政策５ 安心・安全　～不安なく穏やかに暮らす～

政策４ 産業・交流　～まちの魅力が光り活力にあふれる～

政策６ 環境・都市　～水と緑に包まれ住まう～

◆�産科医・小児救急医療体制
確保緊急支援事業

2,687万円
　安心して子どもを産み育てられ
る地域とするため、湖北地域の産婦
人科医療体制とあわせて、出産後か
ら学童期の小児救急医療体制(ＮＩ
ＣＵ同時運営)が確保されるよう長
浜赤十字病院を支援しました。

◆�多胎児家庭支援事業

45万円
　安心して多胎児の妊娠・出産・育
児ができるよう、「ふたご手帖」の交
付や妊婦健康診査助成券を追加交付
するとともに、ピアサポート事業と
して、訪問や乳児健診等で多胎育児
経験者と語り合う機会を設け、多胎
児家庭の支援に取り組みました。

◆重層的支援体制整備事業

2,683万円
　ひきこもり、育児、介護、しょうが
い、貧困などが複雑化・複合化する
困りごとに対し、多機関が連携して
支援に取り組みました。また、地域
課題に対する助言や制度案内など
により支えあいの地域づくりを進
めました。

◆体験型観光推進事業

1,000万円
　観光客が滞在中に楽しめる、長浜市ならではの自然
や文化を活か
した体験型観
光コンテンツ
の開発に取り
組み、専用の観
光体験サイト
での販売を開
始しました。

◆市道南田附神前線整備事業

６億791万円
　未整備区間であった市道下坂中下之郷線から国道８
号までの整備を進め、令和４年３月に全面の供用を開
始しました。国道８号から長浜赤十字病院までが直線
で繋がったことで病院へのアクセス時間短縮と、交通
分散による県道
間田長浜線等の
渋滞緩和に効果
が表れています。

◆安全・安心のまちづくり推進事業

1,059万円
　交通安全や犯罪防止等の地域課題の解決に向けた安
全・安心のまちづくり活動(交通安全啓発物品の購入
や防犯カメラの設置など)を実施する地域づくり協議
会に対して交
付金による支
援を行いまし
た。

◆新しい働き方創出事業

5,082万円
　テレワークや副業兼業といった新しい働き方が普及
する中、長浜でもその流れを呼び込むため、３件の民
間サテライトオ
フィスの整備支
援や、市内企業と
都市部の副業兼
業人材とのマッ
チングを実施し
ました。

◆市営住宅北新団地建替整備事業

８億5,557万円
　本市が初めてＰＦＩ(民間資金を活用した社会資本
整備)事業で取り組んだ市営住宅「北新団地」が完成し
ました。住宅に困窮されている人の重要なセーフティ
ネットとして、また余
剰地は民間分譲地と
して地域活性化の基
盤整備に取り組みま
した。

◆長浜城歴史博物館耐震改修事業

1億3,530万円
　長浜城歴史博物館の耐震補強工事やエレベーター改
修工事、トイレ
洋式化工事等
を実施し、安
心・安全な環
境を整備しま
した。

◆北部地域の魅力発信事業

320万円
　北部地域の景観や資源に魅力的な価値を創出するた
め、余呉地域ではあじさい園や茶畑の再生整備を行い、
西浅井地域では特産品のジャンボカボチャや地域おこ
し協力隊が飼育する馬などと一緒に撮影する様子を、
ＳＮＳで発信す
るなど地域の魅
力発信に取り組
みました。

◆防災行政無線デジタル化整備事業

１億3,875万円
　災害情報などを放送する防災行政無線の電波がアナ
ログ方式からデジタル方式に変更となることに対応す
するための放送設備の整備を完了しました。また、即
時避難が必要
となる情報の
伝達手段の一
つとして、防災
ラジオの貸与
を行いました。

◆中心市街地活性化未来ビジョン策定事業

822万円
　商業観光都市として、中心市街地のさらなる活性化
を図るため、整備されてきた施設等を活かしつつ、ソフ
ト事業を中心と
した新たなまち
づくり方針「湖

うみ

の
辺
べ

のまち長浜未
来ビジョン」を策
定しました。

◆デジタル化推進事業

2,219万円
　デジタル技術の活用に取り組み、インターネット上
で利用できる「くらしの手続きガイド」、「電子申請サー
ビス」の整備など
を行いました。ま
た、スマホの使い
方を学べる体験
講座を開催しま
した。
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◆
長
浜
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
髙た

か

橋は
し

　
德と

く

繁し
げ(

木
之
本
町
西
山)

◆
長
浜
市
公
有
財
産
審
議
会
委
員

　
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
麻あ

生そ

川か
わ

　
智さ

と
こ子(

平
方
町)

◆
長
浜
市
人
権
擁
護
推
進
員
と
し
て

　
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
𠮷よ

し

川か
わ

　
兵ま

も
る衞(

元
浜
町)

◆
自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
片か

た

桐ぎ
り

　
満み

つ
る(

宮
前
町)

　
三み

和わ

田た

　
大お

お
え衞(

大
宮
町)

　
下し

も

郷ご
う

　
靖や

す
こ子(

元
浜
町)

　
杉す

ぎ

本も
と

　
義よ

し

明あ
き(

元
浜
町)

　
徳と

く

原は
ら

　
栄え

い
じ二(
八
幡
中
山
町)

　
木き

の

下し
た

　
健け

ん

一い
ち(
三
ツ
矢
町)

　
領り

ょ
う
け家

　
実み

の
る(

三
ツ
矢
町)

　
西に

し

岡お
か

　
邦く

に

彦ひ
こ(

三
ツ
矢
元
町)

　
西に

し

川か
わ

　
幸こ

う
じ二(

大
東
町)

　
上う

え
だ田

　
ひ
な
ゑ(

南
小
足
町)

◆
長
浜
市
連
合
自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
椙す

ぎ

本も
と

　
一か

ず

孝た
か(

高
田
町)

◆
保
護
司
と
し
て

　
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
辻つ

じ
た田

　
明あ

き

宏ひ
ろ(

川
道
町)

　
藤ふ

じ
た田

　
美み

智ち

子こ(

木
之
本
町
千
田)

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　
司し

馬ば

　
祐さ

ち

美み(

西
浅
井
町
大
浦)

◆
長
浜
市
結
婚
相
談
員
と
し
て

　
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
髙た

か

橋は
し

　
範の

り
こ子(

木
之
本
町
西
山)

◆
長
浜
市
消
防
団
員
と
し
て

　
自
治
消
防
の
責
務
に
精
励

　
赤あ

か
だ田

　
智と

も

昭あ
き(
末
広
町)

　
家や

ぐ
ら倉

　
敬た

か

和か
ず(
公
園
町)

　
杉す

ぎ

村む
ら

　
道み

ち

一か
ず(

殿
町)

　
中な

か
い井

　
源げ

ん
き樹(

川
崎
町)

　
小こ

ば
や
し林

　
喜き

重じ
ゅ
う(

泉
町)

　
橋は

し

本も
と

　
琢た

く

也や(

八
幡
中
山
町)

　
堤つ

つ
み

　
　
裕ひ

ろ

之ゆ
き(

保
多
町)

　
池い

け

上が
み

　
賢け

ん

一い
ち(

本
庄
町)

　
柿か

き

木の
き

　
博ひ

ろ

幸ゆ
き(

本
庄
町)

　
引ひ

き

山や
ま

　
雅ま

さ
お生(

名
越
町)

　
伊い

と
う藤

　
禎さ

だ

明あ
き(

加
田
町)

　
金き

ん

時と
き

　
寿と

し

彦ひ
こ(

加
田
町)

　
饗あ

い
ば場

　
大ひ

ろ
き樹(

三
田
町)

　
金か

な

森も
り

　
一か

ず

晃あ
き(

八
島
町)

　
遠え

ん

藤ど
う

　
義よ

し

史ふ
み(

尊
野
町)

　
小お

が
わ川

　
学ま

な
ぶ(

乗
倉
町)

　
中な

か

川が
わ

　
泰や

す

典の
り(

寺
師
町)

　
吉よ

し

川か
わ

　
喬た

か

順み
ち(

益
田
町)

　
藤ふ

じ
た田

　
宏ひ

ろ
し(

宮
部
町)

　
植う

え
だ田

　
公き

み

和か
ず(

酢)

　
寺て

ら

畑は
た

　
良よ

し

治は
る(

小
谷
丁
野
町)

　
本も

と

康や
す

　
尊た

か

之ゆ
き(

湖
北
町
大
安
寺)

　
南な

ん
ぶ部

　
曜よ

う

一い
ち(

湖
北
町
速
水)

　
西に

し

川か
わ

　
雄ゆ

う

貴き(

湖
北
町
八
日
市)

　
七し

ち
り里

　
俊と

し

光み
つ(

湖
北
町
山
本)

　
嶌し

ま
づ津

　
克か

つ

哉や(

高
月
町
雨
森)

　
岩い

わ

坪つ
ぼ

　
直た

だ
し(

高
月
町
森
本)

　
井い

の

口く
ち

　
和か

ず

彦ひ
こ(

高
月
町
宇
根)

　
弓ゆ

削げ

　
雅ま

さ
と外(

高
月
町
東
柳
野)

　
平ひ

ら
い井

　
惠し

げ

洋ひ
ろ(

高
月
町
磯
野)

　
大お

お
と音

　
満み

つ

晴は
る(

木
之
本
町
古
橋)

　
前ま

え

川が
わ

　
真ま

さ
と人(

木
之
本
町
木
之
本)

　
山や

ま

内う
ち

　
直な

お
き樹(

木
之
本
町
黒
田)

　
横よ

こ
い井

　
慎し

ん

一い
ち(

木
之
本
町
山
梨
子)

　
本ほ

ん
だ多

　
光み

つ

徳の
り(

木
之
本
町
西
山)

　
二に

の

宮み
や

　
伸の

ぶ
お夫(

木
之
本
町
北
布
施)

　
西に

し

川か
わ

　
弓ゆ

み(

余
呉
町
下
余
呉)

　
柏か

し
わ
の野

　
博ひ

ろ
し(

余
呉
町
中
之
郷)

　
片か

た

岡お
か

　
裕ひ

ろ

志し(

余
呉
町
国
安)

　
杉す

ぎ

本も
と

　
健け

ん
じ司(

西
浅
井
町
野
坂)

　
太た

な
か中

　
新し

ん
や也(

西
浅
井
町
野
坂)

　
西に

し

山や
ま

　
員か

ず

広ひ
ろ(

西
浅
井
町
塩
津
中)

　
沢さ

わ
だ田

　
慎し

ん

志じ(

西
浅
井
町
余)

　
𠮷よ

し

澤ざ
わ

　
義よ

し

治は
る(

西
浅
井
町
沓
掛)

　
岩い

わ
さ佐

　
真し

ん
じ司(

西
浅
井
町
山
田)

◆
長
浜
市
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

　
市
民
の
幸
福
増
進
に
寄
与

　
伏ふ

し
き木

　
正ま

さ

和か
ず(

内
保
町)

◆
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
沖お

き
の野

　
剛つ

よ

志し(

宮
前
町)

　
河か

わ

端ば
た

　
恭や

す
よ代(

宮
前
町)

　
馬ば

ん
ば場

　
弘ひ

ろ

道み
ち(

宮
前
町)

　
潮う

し
お

　
　
正ま

さ

輝て
る(

大
戌
亥
町)

　
佐さ

と
う藤

　
岳た

け
し史(

大
戌
亥
町)

　
宮み

や

川が
わ

　
善よ

し

浩ひ
ろ(

大
戌
亥
町)

　
嶽た

け

北き
た

　
佳よ

し

輝て
る(

寺
田
町)

　
米よ

ね

澤ざ
わ

　
理ま

さ

雄お(

八
幡
中
山
町)

　
松ま

つ
い井

　
善よ

し

典の
り(

野
瀬
町)

　
宮み

や
ち地

　
純じ

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎(

野
瀬
町)

　
坂ば

ん

東ど
う

　
哲て

つ

朗ろ
う(

川
道
町)

　
中な

か

村む
ら

　
貴た

か
し士(

木
之
本
町
黒
田)

◆
薬
剤
師
と
し
て

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
桑く

わ

山や
ま

　
修し

ゅ
う
い
ち一(

宮
司
町)

◆
柔
道
整
復
師
と
し
て

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
米よ

ね

澤ざ
わ

　
祐ゆ

う

一い
ち(

新
栄
町)

◆
長
浜
市
健
康
推
進
員
と
し
て

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

　
中な

か

川が
わ

　
祥さ

ち
こ子(

大
戌
亥
町)

　
北き

た

川が
わ

　
明あ

け
み美(

八
幡
中
山
町)

　
岩い

わ

﨑さ
き

　
英ひ

で
こ子(

石
田
町)

　
伊い

奈な

　
恭き

ょ
う
こ子(

南
浜
町)

　
佐さ

と
う藤

　
和か

ず
え栄(

中
野
町)

　
中な

か

谷た
に

　
佐さ

江え

子こ(

湖
北
町
二
俣)

　
林は

や
し

　
　
定さ

だ
こ子(

木
之
本
町
千
田)

　
松ま

つ
い井

　
紀の

り
こ子(

西
浅
井
町
八
田
部)

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

　
建
築
板
金
職
人

　
藤ふ

じ

本も
と

　
良り

ょ
う
へ
い平(

田
町)

　
大お

お

橋は
し

　
英ひ

で

一か
ず(

高
月
町
雨
森)

◆
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

　
観
光
振
興
に
寄
与

　
磯い

そ
だ田

　
智さ

と
し(

公
園
町)

　
藤ふ

じ

山や
ま

　
弘ひ

ろ
む(

榎
木
町)

　
上う

え
の野

　
英ひ

で
こ子(

富
田
町)

◆
子
ど
も
会
活
動
を
通
じ
て

　
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与

　
野の

橋ば
し

　
幹み

き
お生(

湖
北
町
海
老
江)

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

　
市
民
の
体
育
振
興
と

　
健
康
増
進
に
寄
与

　
橋は

し

本も
と

　
勇い

さ
む(

細
江
町)

　
吉よ

し
だ田

　
伊い

三さ

男お(

南
浜
町)

　
平ひ

ら

川か
わ

　
公こ

う

一い
ち(

高
月
町
布
施)

表
彰
に
輝
く
人
た
ち

文
化
の
日

11
月
３
日「
文
化
の
日
」に
、市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。(

順
不
同
・
敬
称
略)

自
治
功
績
表
彰

社
会
功
績
表
彰

教
育
文
化
功
績
表
彰
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

農
業
用
燃
油・肥
料
費
の
高
騰
分
に
対
し
て

支
援
し
ま
す

動
産
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

電
気・水
道・ガ
ス
の
子
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
間
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

就
学
援
助「
入
学
前
応
援
金
」を
支
給
し
ま
す

長
浜
市
立
湖
北
病
院
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

問 

農
業
振
興
課　
☎
65
・
６
５
２
２

問 

滞
納
整
理
課　
☎
65
・
６
５
１
７

問 

商
工
振
興
課　
☎
65
・
８
７
６
６

問 
す
こ
や
か
教
育
推
進
課　
☎
65
・
８
６
０
６

問 

長
浜
市
病
院
事
業
職
員
選
考
委
員
会(

管
理
課
内)　
☎
82
・
６
１
４
３

　
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
え
た

動
産
の
公
売
を
し
ま
す
。

 【
開
催(

入
札)

期
間
】

　
11
月
14
日(

月)

～
18
日(

金)

９
時
～
16
時

 【
開
催
場
所
】

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
７
番
窓
口(

八
幡
東

町)
 【

物
件
】

　
掛
軸
、骨
董
品
、プ
ラ
モ
デ
ル
等
30
点
以
上

※ 

落
札
さ
れ
た
公
売
物
件
は
、
現
状
の
ま
ま

お
渡
し
し
ま
す
。

※ 

公
売
前
に
滞
納
市
税
等
が
完
納
に
な
っ
た

公
売
物
件
に
つ
い
て
は
公
売
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
税
等
の
滞
納
解
消
の
た
め
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
メ
ー
タ
ー
と
は
、
貸
し
ビ
ル
・
ア
パ
ー

ト
等
で
一
括
し
て
供
給
事
業
者
に
支
払
っ
た

料
金
を
、
各
テ
ナ
ン
ト
等
の
使
用
量
に
応
じ

て
配
分
す
る
た
め
に
用
い
る
メ
ー
タ
ー
の
こ

と
で
す
。

　
子
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で
有
効
期
間
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
間
の
過
ぎ
た

子
メ
ー
タ
ー
は
取
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
工
事
店
や
修
理
事
業
者

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
来
年
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
、
経
済
的
に
お
困
り

の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
準
備
に
必
要
な

学
用
品
費
を
入
学
前
に
援
助
し
ま
す
。

 【
対
象
】

　

市
内
在
住(

令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で
に

市
外
に
転
出
予
定
の
人
を
除
く)

で
、
令
和
５

年
４
月
に
県
内
国
公
立
の
小
・
中
学
校
ま
た

は
義
務
教
育
学
校
に
入
学(

義
務
教
育
学
校

７
年
に
進
級)

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の

う
ち
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

①
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

② 

令
和
３
年
中
の
世
帯
所
得
が
、
市
教
育
委

員
会
の
定
め
る
基
準
額
以
下
で
あ
る

③ 

失
業
や
病
気
な
ど
の
家
庭
事
情
の
変
動
に

よ
り
、所
得
が
著
し
く
減
少
し
た

 【
支
給
金
額
・
支
給
時
期
】

　
小
学
校
１
年
生
・
義
務
教
育
学
校
１
年
生

　
５
４
，０
６
０
円

　
中
学
校
１
年
生
・
義
務
教
育
学
校
７
年
生

　
６
０
，０
０
０
円

※
令
和
５
年
２
月
中
旬
に
支
給
予
定
で
す
。

 【
受
付
期
間
】

　
11
月
１
日(

火)

～
30
日(

水)

 【
必
要
書
類
】

① 

振
込
口
座
が
わ
か
る
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

② 

住
居
が
ア
パ
ー
ト
・
借
家
の
場
合
は
、
物

件
、契
約
者
、家
賃
額(

共
益
費
、駐
車
場
代

な
ど
除
く)

が
わ
か
る
も
の

※
契
約
書
の
写
し
な
ど

③ 
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
民

票
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
令
和
４
年
度
所

得
証
明
書(
コ
ピ
ー
可)

④ 

住
民
票
で
同
一
世
帯
員
を
別
生
計
と
し
て

申
請
す
る
場
合
は
、
二
世
帯
分
の
同
種
同

月
の
公
共
料
金(
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の

い
ず
れ
か)

の
領
収
書
の
写
し

⑤ 

失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
著
し
く
減
っ
た

場
合
は
、そ
れ
が
わ
か
る
も
の

※
離
職
票
や
給
与
明
細
書
の
写
し
な
ど

 【
申
込
み
】

　
入
学
前
応
援
金
受
給
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
担
当
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
学
校
や
園
で
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

入
学
前
応
援
金
以
外
の
就
学
援
助
を
受
給

す
る
に
は
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

　

農
業
用
燃
油
・
肥
料
の
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
農
業
者
に
対
し
て
、
高
騰
分
の
一

部
を
補
助
し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
の
支

援
を
し
ま
す
。

 【
助
成
対
象
者
】

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、水
稲
・
麦
・
大
豆
・
野

菜
等
を
生
産
販
売
す
る
作
付
面
積
の
い
ず
れ
か

が
10
ア
ー
ル
以
上
の
者

※ 

支
援
対
象
面
積
は
、
営
農
計
画
書
の
令
和
４

年
度
の
作
付
面
積
を
基
準
と
し
ま
す
。

 【
申
請
方
法
】

　
11
月
下
旬
頃
に
対
象
者
あ
て
に
申
請
書
を
郵

送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、返
信
用
封
筒

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

営
農
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
作
付
け

の
場
合
、
申
請
書
の
郵
送
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

助
成
対
象
者
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
申

請
で
き
ま
す
。
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 【
補
助
の
内
容
】

　

補
助
内
容
は
次
の
２
つ
で
、
同
時
に
２
つ
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
農
業
用
燃
油
価
格
高
騰
に
対
す
る
補
助

○
農
業
用
肥
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
補
助

①
作
業
療
法
士

 【
採
用
予
定
人
数
】 

２
人

 【
受
験
資
格
】

○
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○ 

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
に
よ
る

作
業
療
法
士
免
許
を
有
す
る
人 

②
臨
床
検
査
技
師

 【
採
用
予
定
人
数
】 

１
人

 【
受
験
資
格
】

○
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○ 

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る

臨
床
検
査
技
師
免
許
を
有
す
る
人

③
臨
床
工
学
技
士

 【
採
用
予
定
人
数
】 

１
人

 【
受
験
資
格
】

○
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

○ 

臨
床
工
学
技
士
法
に
よ
る
臨
床
工
学
技
士

免
許
を
有
す
る
人

〈
共
通
事
項
〉

 【
採
用
日
】 

令
和
５
年
４
月
１
日
採
用
予
定

 【
試
験
日
】 

受
験
者
と
調
整
の
う
え
決
定

 【
申
込
期
限
】 

令
和
５
年
１
月
31
日

 【
受
験
要
件
】

〇 

各
職
種
の
免
許
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

７
月
末
日
ま
で
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

を
含
み
ま
す
。

○ 

市
内
ま
た
は
近
接
地
に
居
住
で
き
、
夜
間

に
お
け
る
拘
束
体
制
お
よ
び
休
日
等
の
日

直
体
制(

当
番
制)

に
応
じ
ら
れ
る
こ
と

※ 

受
験
の
申
込
み
、
選
考
方
法
等
の
詳
細
は

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
も
し
て
い
ま
す

〇
管
理
栄
養
士

 【
採
用
予
定
人
数
】 

１
人

 【
受
験
資
格
】

　
管
理
栄
養
士
資
格
を
有
す
る
人

※ 

そ
の
他
、健
診
セ
ン
タ
ー
看
護
師
、病
棟
看

護
師
、外
来
看
護
師
、訪
問
看
護
師
等
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

 【
申
込
方
法
】

　
公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日ごみの持ち込み日は
11月27日(日)です。※クリーンプラントは事前予約が必要です。問環境保全課☎６５－６５１３

○農業用肥料価格高騰に対する補助

作物 単価 (10a あたり )

水稲 1,200 円

飼料作物 200 円

麦 800 円
大豆
そば等 600 円

野菜、果樹
花き等 3,200 円

○農業用燃油価格高騰に対する補助
作物 単価 (10a あたり ) 適　用

水稲

1,000 円 自ら乾燥調製を
するもの

700 円 乾燥調製を
委託するもの

300 円 共同化をする
集落営農組織等

麦、大豆、そば
飼料作物等 500 円 ー

野菜、果樹、
花き等 1,000 円 ー

 【出品例】
左：空気清浄機能付ファンヒーター（ダイソン）
右：プラモデル
　その他多数出品を予定
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
内
店
舗
を
支
援
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
「PayPay
」
を
利
用
し
て
買

い
物
や
飲
食
を
す
る
と
、
決
済
金
額
の
最
大

20
％
のPayPay

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
11
月
末
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 【
期
間
】 

11
月
30
日(

水)

ま
で

 【
ポ
イ
ン
ト
付
与
上
限
】

　
１
か
月
あ
た
り
１
万
ポ
イ
ン
ト

　

(

期
間
合
計
２
万
ポ
イ
ン
ト)

　
決
済
１
回
あ
た
り
の
上
限　
１
千
ポ
イ
ン
ト

 【
対
象
店
舗
】

　
市
内
の
小
売
業
、飲
食
業
、サ
ー
ビ
ス
業
で

PayPay

に
加
盟
す
る
店
舗(

大
手
企
業
、大
手

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
の
ほ
か
、
一
部

業
種
で
対
象
外
店
舗
あ
り
）。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
な
ど
の
使
用

水
量
か
ら
算
定
し
て
い
ま
す
。
畑
・
庭
へ
の

散
水
や
融
雪
等
に
使
用
し
て
い
る
水
道
水
等

に
つ
い
て
は
、
市
の
認
め
る
減
算
メ
ー
タ
ー

の
設
置
に
よ
り
、
下
水
道
に
排
水
さ
れ
な
い

分
を
計
測
可
能
で
あ
れ
ば
下
水
道
使
用
料
か

ら
減
算
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

 【
注
意
事
項
】

〇 

減
算
メ
ー
タ
ー
の
設
置
と
設
置
後
の
交
換

費
用
は
使
用
者
負
担
に
な
り
ま
す
。

〇 

減
算
メ
ー
タ
ー
の
設
置
前
に
設
置
申
請
が

必
要
で
す
。

〇 

減
算
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限
は
８
年
間
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
内

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

PayPay

を
利
用
し
た
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

11
月
末
ま
で
実
施
中
で
す

下
水
道
使
用
料
の
減
算
に
つ
い
て

問 
商
工
振
興
課　
☎
65
・
８
７
６
６

問 

下
水
道
総
務
課　
☎
65
・
１
６
０
０

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
従
事
者
養
成
研
修
を

実
施
し
ま
す

第
３
弾
な
が
は
ま
ビ
ワ
テ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
施
中

問 

長
寿
推
進
課　
☎
65
・
７
７
８
９
／

choju@
city.nagaham

a.lg.jp

　
高
齢
者
の
家
事
援
助
や
、
自
立
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

 【
対
象
】

　
高
齢
者
の
自
宅
で
の
掃
除
、
洗
濯
、
調
理
、

買
物
支
援
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
や

自
立
支
援
を
行
う
通
所
介
護
施
設
で
働
く
こ

と
に
興
味
の
あ
る
人

 【
取
得
で
き
る
資
格
】

　
研
修
を
修
了
す
る
と
、
左
記
の
立
場
で
働

く
た
め
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

○ 

生
活
支
援
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
事
業

責
任
者
・
従
事
者

○
集
中
支
援
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者

○
活
動
支
援
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
者

○
集
中
支
援
型
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
者

※
就
職
先
の
紹
介
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

各
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
・
市
内
の
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担

当
課
ま
で
。

 【
日
時
】

　
11
月
25
日(

金) 

10
時
〜
17
時

 【
会
場
】

　
オ
ン
ラ
イ
ン(

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催)

※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
を
受
け
る
環
境
が
な

い
人
は
、
市
役
所
本
庁
舎
多
目
的
ル
ー
ム

４(

八
幡
東
町)

へ
お
越
し
く
だ
さ
い(

定

員
15
人)

。

 【
受
講
料
】 

無
料

 【
申
込
方
法
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
担
当
課
ま
で
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
や
窓
口
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

 【
申
込
期
限
】 

11
月
14
日(

月)

　
健
康
増
進
ア
プ
リ「
ビ
ワ
テ
ク
」を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、期

間
中
に
コ
ー
ス
を
完
歩
し
た
人
を
対
象
に
、抽
選
で
素
敵
な
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

 【
実
施
期
間
】 
11
月
23
日(

水
・
祝)

ま
で

※
商
品
応
募
は
19
歳
以
上
の
市
民
に
限
り
ま
す
。

問 

健
康
企
画
課(
☎
65
・
７
７
７
９)

ＬＩＮＥでイベント情報等を配信中。
ぜひご登録ください！

その他にも、まちの話題や美しい長浜の
景色を各ＳＮＳで配信しています。ぜひ
チェックしてみてください。

Twitter

Instagram

LINE

毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。11月12日(土)西友長浜楽市店、27日(日)イオン長浜店
各回10時～11時30分、13時～15時30分　詳しくは滋賀県赤十字献血ホームぺージまで。問健康企画課☎６５－７７７９

11月11日は介護の日。長浜市では住み慣れた地域でみんながいきいき暮らせるよう、介護や介護予防および自立した日常生活の支援が包括的に確保
される体制等の推進を図っています。介護についての理解と認識を深め、それぞれの立場で介護を考えてみましょう。問介護保険課(☎６５－８２５２)

▲ このポスターを掲載して
いるお店が対象です。

女
性
の
抱
え
る
悩
み
ご
と
や
暴
力
の
心
配
ご
と

な
ど
の
相
談
先
が
あ
り
ま
す

み
ん
な
で
防
ご
う
！
子
ど
も
へ
の
虐
待

問 

人
権
施
策
推
進
課　
☎
65
・
６
５
６
０

問 

子
育
て
支
援
課 

家
庭
児
童
相
談
室　
☎
65
・
６
５
４
４

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
お

よ
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
虐
待
を
疑
う
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た

と
き
は
、迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待

　
な
ぐ
る
、け
る
、叩
く
な
ど

〇
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見

せ
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、食
事
を
与
え
な
い
、ひ

ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、き
ょ
う
だ
い
間

差
別
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

の
暴
力(

Ｄ
Ｖ)

な
ど

見
逃
さ
な
い
で
子
ど
も
か
ら
の

「
た
す
け
て
の
サ
イ
ン
」

　
不
自
然
な
あ
ざ
・
傷
、
極
端
に
や
せ
て
い

る
、
衣
服
等
が
不
潔
、
大
人
の
顔
色
を
う
か

が
っ
て
い
る
な
ど

虐
待
通
告
・
児
童
相
談
に
関
す
る
連
絡
先

〇
子
育
て
支
援
課

　
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
65
・
６
５
４
４

　

 (

平
日
８
時
30
分
〜
17

時
15
分)

〇
彦
根
子
ど
も
家
庭

　
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
７
４
９
・
24
・

３
７
４
１(

代
表)

　

 (

平
日
８
時
30
分
〜
17

時
15
分)

里
親
家
庭
の
募
集

　

様
々
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
自
ら
の
家
庭

に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る
の
が
里
親
で
す

(

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
等
）。
一
定

の
研
修
や
審
査
を
受
け
た
あ
と
、
里
親
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

※ 

里
親
に
は
、迎
え
入
れ
た
子
ど
も
の
養
育

費
と
里
親
手
当
、生
活
費
、学
校
給
食
費
、

子
ど
も
の
医
療
費
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 【
問
合
せ
】

〇
彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
９
・
24
・
３
７
４
１

〇
社
会
福
祉
法
人　
小
鳩
会

　
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
機
関
こ
ば
と

　
☎
０
７
７・５
２
５・０
０
３
０

　
国
際
連
合
で
は
、
11
月
25
日
を「
女
性
に
対

す
る
暴
力
撤
廃
の
国
際
デ
ー
」と
定
め
、
内
閣

府
で
は
こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
２
週
間
を

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

と
し
て
全
国
的
に
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
暴
力
は
、性
別
や
加
害
者
、被
害
者
の
間
柄

を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、売
買

春
、人
身
取
引
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
等
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　
も
し
つ
ら
い
こ
と
や
不
安
な
思
い
を
し
て

い
た
ら
、一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
窓
口
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

 【
相
談
窓
口
】

〇
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

　
月
〜
金
曜
日 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
強
化
週
間
：
11
月
18
日(

金)

〜
24
日(
木)

　
月
〜
金
曜
日 

８
時
30
分
〜
19
時

　
土
・
日
曜
日 

10
時
〜
17
時

〇 

長
浜
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室

(

女
性
相
談)

　
☎
65
・
６
５
４
４

　
月
〜
金
曜
日 

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

〇
性
暴
力
被
害
者
総
合
ケ
ア

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
び
わ
湖
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

　
☎
０
９
０・２
５
９
９・３
１
０
５

　

satoco3105biwako@
gm
ail.com

　
３
６
５
日
24
時
間
受
付

※ 「
長
浜
市 

女
性
の
悩
み
相
談
」(

21
ペ
ー
ジ「
各

種
無
料
相
談
」に
掲
載)

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

〇
青
少
年
育
成
顕
彰
の
表
彰

〇
小
中
学
生
に
よ
る
意
見
作
文
発
表

〇
絵
画
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
優
秀
作
品
展
示

〇
活
動
発
表

　

�T

タ

ッ

プ

ダ

ン

ス

APDAN
CE�S

ス

タ

ジ

オ

TU
D
IO
�B

バ

ウ

ン

ド

O
U
N
D
O

、
高

時
小
学
校
、
虎
姫
高
等
学
校
ピ
ン
ク
マ
ス
ク

デ
ー
実
行
委
員
会
、虎
姫
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス

実
行
委
員
会
等

※�

感
染
症
対
策
に
よ
り
、会
場
は
２
５
０
人
程
度

の
人
数
制
限
を
行
い
ま
す
。

問�

青
少
年
育
成
市
民
会
議(

生
涯
学
習
文
化
課

内)(

☎
65
・
６
５
５
２)

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
普
段
使
用
す
る
日
本
語
よ
り
も
簡
単
で
、

外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い
「
や
さ
し
い
日
本

語
」で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
基
礎
か

ら
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
22
日(

火)

14
時
～
16
時

場
市
役
所
本
庁
舎
多
目
的
ル
ー
ム
１・２

　

(

八
幡
東
町)

講
チ
ー
ム「
や
さ
し
い
日
本
語
」

　
福ふ

く
だ田�

一か
ず
や也�

氏

定
先
着
30
人

対�

や
さ
し
い
日
本
語
に
興
味
が
あ
る
人
、外
国
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
あ

る
人
な
ど

申�

①
氏
名
、②
住
所
、③
電
話
番
号
を
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま
で
。

締
11
月
15
日(

火)

問�

市
民
活
躍
課(

☎
65
・
８
７
１
１
／

　

katsuyaku@
city.nagaham

a.lg.jp)

　

長
浜
市
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
で

は
、「
花
と
緑
の
寄
せ
植
え
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
一
人
や
ご
家
族
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

日
11
月
26
日(

土)

午
前
の
部�

10
時
～

�

午
後
の
部�

13
時
～

場
長
浜
サ
ン
ド
ー
ム(

宮
司
町)

対�

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人

定
各
部
先
着
30
人

費
大
人
１
，５
０
０
円

　
中
学
生
以
下
５
０
０
円

持
作
品
持
ち
帰
り
用
の
袋
、移
植
ご
て
等

申�

11
月
８
日(

火)

９
時
以
降
に
電
話
で
左
記
ま

で
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問�

長
浜
市
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
事

務
局(

都
市
計
画
課
内)(

☎
65
・
６
５
４
１)

日
12
月
11
日(

日)

10
時
～
12
時
15
分

場�

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

さ
ざ
な
み
タ

ウ
ン
内)

多
目
的
ホ
ー
ル(

高
田
町)

内〇
第
１
部「
絵
本
の『
楽
し
さ
』」

※
講
師
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
あ
り

〇
第
２
部「
絵
本
を
通
じ
た『
子
ど
も
の
育
て
方
』」

講
絵
の
本
あ
れ
こ
れ
研
究
家�

加か
と
う藤�

啓け
い
こ子�

氏

対〇
第
１
部�

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

〇�

第
２
部�

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
人
、
読
み

聞
か
せ
に
興
味
が
あ
る
人
、お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
活
か
し
た
い
人

定
各
部
先
着
60
人

費
中
学
生
ま
で
無
料

　
大
人�

２
０
０
円(

当
日
支
払
い)

申�

11
月
14
日(

月)

か
ら
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

問�

長
浜
市
言
葉
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会(

生
涯
学
習
文
化
課
内)(

☎
65
・

６
５
５
２)

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は
、人
生
を
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
、自
分
の
望
む
最
期
や
思
い
を
つ

づ
っ
た
も
の
の
こ
と
で
す
。

　
誰
で
も
、命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
大
き
な
病
気

や
け
が
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
命
の

危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
お
い
て
、
約
７
割
の
人

は
、治
療
や
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
自
分
で
決
め
た

り
、人
に
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

も
し
も
の
時
に
つ
い
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
考
え
る

「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
時

に
備
え
て
、
自
分
の
望
む
最
期
に
つ
い
て
考
え

整
理
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、左
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン「
関
係
資
料
」か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
推
進
課(

☎
65
・
７
７
８
９)

　
長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

　

(

☎
65
・
２
７
５
５)

　

長
浜
子
ど
も
の
ち
か
い
・
長
浜
子
育
て
憲
章

推
進
事
業
と
し
て
募
集
し
た
絵
手
紙
の
入
賞
作

品
を
巡
回
展
示
し
ま
す
。

日
・
場

①
11
月
４
日(

金)

～
10
日(

木)

　
湖
北
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

湖
北
町
速
水)

　
※
火
曜
日
・
祝
日
休
館

②
11
月
12
日(

土)

～
20
日(

日)

　
び
わ
図
書
館(

難
波
町)

　
※
月
・
火
曜
日
休
館

③
11
月
25
日(

金)

～
29
日(

火)

　
余
呉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

余
呉
町
中
之
郷)

　
※
月
曜
日
・
祝
日
休
館

④
12
月
２
日(

金)

～
７
日(

水)

　
北
部
振
興
局
１
階
ホ
ー
ル(

木
之
本
町
木
之
本)

⑤
12
月
10
日(

土)

～
21
日(

水)

　
な
が
は
ま
文
化
福
祉
プ
ラ
ザ(

高
田
町)

　
※
火
曜
日
休
館

⑥
令
和
５
年
１
月
11
日(

水)

～
20
日(

金)

　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

　

(

八
幡
東
町)

内�

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生(

義
務
教
育
学
校

含
む)

と
一
般
の
計
10
部
門
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
選

考
さ
れ
た
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、佳
作
の
計
90

作
品
を
展
示
。

問
教
育
改
革
推
進
室(

☎
65
・
８
６
０
４)

　

市
内
の
小
・
中
学
生
が
、
地
域
の
豊
か
な
自

然
や
人
々
の
交
流
、伝
承
行
事
、古
い
町
並
み
な

ど
、
未
来
に
伝
え
て
い
き
た
い「
わ
た
し
の
ま
ち

の
た
か
ら
も
の
」を
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開

発
目
標)

の
視
点
か
ら
絵
で
表
現
し
た
作
品
を
巡

回
展
示
し
ま
す
。

日
・
場

①
11
月
５
日(

土)

～
16
日(

水)
　
高
月
図
書
館(

高
月
町
渡
岸
寺)

②
11
月
19
日(

土)

～
27
日(

日)

　
浅
井
図
書
館(
大
依
町)

③
12
月
１
日(
木)
～
８
日(

木)

　
イ
オ
ン
長
浜
店(
山
階
町)

※
①
、②
は
月
・
火
曜
日
休
館

内
入
賞
作
品
１
０
０
点

問�

長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会(

生
涯
学
習
文
化
課
内)

(

☎
65
・
６
５
５
２)

　

自
分
の
好
き
な
こ
と
や
特
技
を
活
か
し
て
仕

事
を
し
た
い
女
性
へ
、事
業
や
活
動
を
す
る
た
め

の
実
践
的
な
学
び
を
提
供
し
ま
す
。

第
１
回

日
11
月
８
日(

火)

10
時
～
11
時
30
分

内
個
人
事
業
主
必
見
！
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー

講
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
伊い

と
う藤�

ま
ゆ
み�

氏

第
２
回

日
11
月
16
日(

水)

10
時
～
11
時
30
分

内
先
輩
起
業
家
の
軌
跡
に
学
ぶ

講m

マ

ク

マ

ク

acum
acu

オ
ー
ナ
ー

　
熊く

ま
ほ
ら洞�

え
り
か�

氏

各
回
共
通
事
項

場LO
CO
�Living(

北
船
町)

対
起
業
、地
域
活
動
に
挑
戦
し
た
い
女
性

※
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
卒
業
生
も
参
加
で
き
ま
す
。

定
先
着
15
人(

お
子
さ
ん
同
伴
可)

持
筆
記
用
具
、メ
モ

申
合
同
会
社
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ(

☎
53
・
４
４
８
０)

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
：
＠346hnxis

　

子
ど
も
た
ち
に
病
院
の
仕
事
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

す
。

日
11
月
19
日(

土)

10
時
～
12
時

場
市
立
長
浜
病
院(

大
戌
亥
町)

対
小
学
生

定
先
着
10
人(

保
護
者
含
む)

申
電
話
で
左
記
ま
で
。

締
11
月
11
日(

金)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

他�

コ
ー
ス
ご
と
に
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

問
市
立
長
浜
病
院
経
営
企
画
課

　

(

☎
68
・
２
３
２
５)

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、健

全
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
市
民
み
ん
な
で
考
え
、

よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
「
市
民
の
つ
ど

い
」を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
20
日(

日)

13
時
～
16
時

場
浅
井
文
化
ホ
ー
ル(

内
保
町)

内〇
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
の
表
彰

日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ　申込方法や参加費等の記載がない催しは申込不要、参加無料です。

■マークの意味

絵
手
紙
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

「
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し

の
ま
ち
の
た
か
ら
も
の
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
作
品
展
開
催

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
事
業
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
ク
ラ
ス
受
講
生
募
集

「
び
ょ
う
い
ん
の
参
観
日
」

開
催

長
浜
市
青
少
年
育
成

「
市
民
の
つ
ど
い
」
開
催

や
さ
し
い
日
本
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
開
催

花
の
寄
せ
植
え
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

「
絵
本
の
世
界
を
楽
し
も
う
」

講
演
会
開
催

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

作
り
ま
せ
ん
か

▲
申
込
先
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

▲
長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援

　
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲前回の作品展の様子
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保
健
だ
よ
り

エイズやHIV感染の
相談や検査について

▶滋賀県ホームページをご覧ください

 【日　　時】 12月24日(土)　受付：９時～ 11時
 【場　　所】 ながはまウェルセンター (小堀町)
 【健診項目】
・国保特定健診 ・大腸がん検診
・生活習慣病健診 ・肺がん検診
・肝炎ウイルス検診 ・子宮頸がん検診
・胃がん検診 ・乳がん検診

 【申込方法】  担当課まで電話、もしくは下記ＱＲコー
ドからＷＥＢでご予約ください。

※ 各検診はそれぞれ定員があります。お申し込みはお
早めに。

　エイズは「後天性免疫不全症候群」といい、
ＨＩＶウイルスに感染して発症する病気で
す。
　近年、エイズの治療法の進歩により、ＨＩ
Ｖウイルスに感染していても早期に把握し、
治療を開始・継続することでエイズの発症

を防ぎ、社会生活が送れるようになっています。また、
治療を継続して体内のウイルスが減少すれば、他の人

への感染リスクも大きく低下することも確認されてい
ます。
　ＨＩＶ検査を受けることで、ＨＩＶウイルスに感染
しているかどうかが分かります。検査は保健所で「無
料・匿名」で受けることができます。

　新型コロナをはじめとする感染症予防の基本のひと
つは「手洗い」であり、ウイルスや菌の感染から体を守
るための大切な習慣です。
　今回、職員手作りの手洗い動画を配信しました。正
しい手洗い方法を知っていただき、ご自身だけでなく、
周囲の人にも正しい方法をぜひお伝えください。

▶総合健診
　ＷＥＢ予約サイト

▼動画はこちらから

子育て個別相談会、離乳食のおはなしタイム
●オンラインでの相談もできます。計測のみのご希望も、予約が必要です。
　対象や日程は、市ホームページでご確認ください。

お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。当日午前11時の時点で暴風を含む警報また
は特別警報が発令された場合は中止します。感染対策として、計測・診察時にバスタオルを使用します。お手数ですが、ご持参
ください。

 長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１(子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９(保健予防事業について )

 保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０ 保健だより

 乳幼児健診

今年度最後の総合健診日程を追加します

12月１日は「世界エイズデー」です

楽しく手洗い方法を学べる動画を配信しています

子育て個別相談会について➡

 健　診  対象児の生年月日
 会場・実施日  持ち物

 保健センター
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区（通訳あり）

 高月分室
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区

 【共通】 母子健康手帳
　　　質問票、バスタオル
＊同伴の人は必ずマスクの着用

４か月児健診 令和４年８月 １～ 15日生 12月22日(木) 12月19日(月)16 ～末日生 12月23日(金)

10か月児健診 令和４年２月 １～ 15日生 12月20日(火) 12月16日(金)16 ～末日生 12月21日(水)

１歳８か月児健診 令和３年４月 １～ 15日生 12月12日(月) 12月２日(金) 歯ブラシ
コップ16 ～末日生 12月13日(火)

２歳８か月児健診 令和２年４月 １～ 15日生 12月７日(水) 12月14日(水) 歯ブラシ、コップ
ささやき声検査結果票16～末日生 12月８日(木)

３歳８か月児健診 平成31年４月 １～ 15日生 12月５日(月) 12月９日(金) 歯ブラシ、コップ
尿(清潔な容器に入れて)16 ～末日生 12月６日(火)

受付時間：偶数日生まれ (13時～ 13時 35分 )　奇数日生まれ (13時 35分～ 14時 15分 )

( 予約制、要申込 )

　
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
帯
状
疱
疹
は
、水す

い
と
う痘
・
帯
状
疱
疹
ウ

イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
子
ど
も
の
頃
に

水
痘(

水
ぼ
う
そ
う)

と
し
て
発
症
し
、

そ
の
後
、神
経
の
中
に
長
期
間
潜
ん
で

い
ま
す
。
若
く
健
康
な
と
き
は
特
に

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、50
歳
を
超
え
る

と
免
疫
力
が
徐
々
に
低
下
し
、潜
ん
で

い
た
ウ
イ
ル
ス
が
再
び
活
動
す
る
こ

と
で
帯
状
疱
疹
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人

が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
な
症
状
と
し
て
は
、皮
膚
に

ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
痛
み
を
感
じ
た
後

に
、水
ぶ
く
れ
を
伴
う
よ
う
な
赤
い
皮

疹
が
出
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
発
症

し
た
場
所
に
よ
っ
て
は
、眼
や
耳
に
合

併
症
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
治
療
後
も
、
難
治
性
の
神
経

痛
な
ど
、
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
か

か
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
再
発

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
か
ら
、50
歳
以
上
の
人
で

｢

シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス｣

ワ
ク
チ
ン
が
接

種
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
と
、帯
状
疱
疹
に
か

か
る
確
率
や
、帯
状
疱
疹
に
か
か
っ
た

後
神
経
痛
に
な
る
確
率
が
約
９
割
減

少
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
病

原
性
を
な
く
し
た
ウ
イ
ル
ス
の
一
部

を
使
用
し
た｢

不
活
化
ワ
ク
チ
ン｣
で

あ
り
、従
来
の
生
ワ
ク
チ
ン
と
異
な
り

免
疫
抑
制
状
態
の
人
で
も
接
種
が
可

能
で
す
。
水
痘
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

前
の
乳
児
が
お
ら
れ
る
人
、免
疫
抑
制

状
態
の
人
や
そ
の
周
囲
の
方
は
特
に

接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
長
浜
市
立
湖
北
病
院
で
は
、
シ
ン

グ
リ
ッ
ク
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。
費
用
は
１
回
分
が

約
２
１
，４
０
０
円(

令
和
４
年
10
月

時
点)

で
、約
２
ヶ
月
空
け
て
計
２
回

の
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
思
い
描
く
健
康
な
姿
で

日
々
を
過
ご
す
に
は
、規
則
正
し
い
食

事
や
運
動
、
睡
眠
が
最
も
大
切
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
に
加
え
、帯
状
疱
疹
に

よ
る
症
状
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
、ワ
ク

チ
ン
接
種
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
接
種
希
望
の
人
は
ぜ

ひ
当
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 問
長
浜
市
立
湖
北
病
院

　
☎
82
・
３
３
１
５(

代
表)

 このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “健康豆知識 ”
などを紹介します。

長
浜
市
立
湖
北
病
院　

内
科
医
師

西に
し
だ田　

早さ
き

矢や

子育て応援フェスタ開催

性教育講座
「自己肯定感をもてる子育ての秘訣」

映画『夢みる小学校』上映会

講演「親子の幸せ３つのコツ」 講演「子育てパパ大作戦」

と　き　①11月12日(土)、②12月10日(土)
　　　　各回10時～11時30分
ところ　①長浜市民交流センター (地福寺町)
　　　　②さざなみタウン(高田町)
講　師　中

なかむら

村 郁
いく

恵
え

 氏(岡崎医院)
対　象　①どなたでも ②子どもに関わる
　　　　仕事に従事している人
定　員　①50人 ②20人

と　き　11月20日(日)
　　　　10時30分～12時
　　　　13時30分～15時
　　　　(２回上映)
ところ　湖北まちづくりセンター
　　　　(湖北町速水)
定　員　各回100人

と　き　11月19日(土)
　　　　10時～11時30分
ところ　神照まちづくり
　　　　センター (神照町)
定　員　50人

※ 「親子の幸せ３つのコツ」「子育てパパ大作戦」の
講師は柏

かしわざき

崎 元
もとひろ

皓 氏(浅井診療所)です。

と　き　12月４日(日)
　　　　10時～11時30分
ところ　長浜市民交流センター
　　　　(地福寺町)
定　員　30人

　11月12日(土)～12月11日(日)の期間で、子育て応援フェスタを開催します。
対象者の記載がないものは、どなたでも参加できます。申込方法等の詳細は市ホー
ムページをご確認ください。

問 子育て応援フェスタ実行委員会事務局 (子育て支援課内 )
　 ( ☎６５－６５１４)

講演「 ひといちばい敏感な子の
子育てのアドバイス」

料理教室
「楽ちん 楽しい まいにちごはん」

と　き　11月28日(月)
　　　　10時～11時30分
ところ　長浜市民交流センター
　　　　(地福寺町)
講　師　横

よこやま

山 由
ゆ

紀
き

子
こ

 氏
定　員　30人(託児は15人まで)

と　き　12月11日(日)
　　　　10時～11時30分
ところ　 神照まちづくりセンター(神照町)
講　師　堀

ほり

江
え

 昌
ま さ み

史 氏(丘峰喫茶店)
対　象　子育て中の人
定　員　15人
費　用　500円程度
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お
知
ら
せこのコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

10月１日(土)～２日(日)
芸術の楽市楽座を満喫
　中心市街地一帯で、３年ぶりにアートインナガハマが開催さ
れました。約１２０組が出展し、訪れた人々は直に作家の想い
を聞いたり、作品制作を体験したりするなど、芸術の秋を満喫
していました。えきまちテラスや曳山博物館前広場ではライ
ブペインティングが行われ、訪れた人々は作品の制作過程を楽
しみながら、できあがった圧巻の作品に心を打たれている様子
でした。

10月８日(土)
火縄銃の演武が披露されました
　長浜城歴史博物館前広場で、４年ぶりに火縄銃大会が開催さ
れました。
　当市の国友鉄砲研究会をはじめ、鹿児島県西之表市から種子
島火縄銃保存会、大阪府堺市から堺火縄銃保存会、彦根市から
彦根鉄砲隊が出演しました。
　それぞれの団体が火縄銃技術を演武として披露し、見る人々
は感嘆の声をあげていました。

10月２日(日)
戦国ムードが会場を包みました
　小谷城戦国歴史資料館前広場で、小谷城戦国まつりが３年ぶ
りに開催されました。
　会場には特設ステージが設けられ、小谷こども園児による和
太鼓演奏や、小谷小学校児童による小谷城賛歌合唱など披露さ
れていました。また、イベントの最後を飾る武者行列では、武
士たちが広場を練り歩き、会場は戦国ムードに包まれていまし
た。

10月９日(日)
スポーツの秋、浅井を走り抜けて
　浅井地域を走るあざいお市マラソンが、４年ぶりに開催され
ました。種目は小中学生の３km、親子で走る３km、一般参加の
ハーフ(約21km)があり、全体で６８６人が参加。
　参加者は、自己記録の更新や完走をめざして、自然豊かな
コースを力強く走りぬけていました。
　完走し、すがすがしい表情を浮かべるランナーたちに、会場
では観客やスタッフが拍手を贈っていました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
政策デザイン課（☎65－6504）までお
知らせください。

「
病
院
の
再
編
」

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
引
き
続
き
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
を
と

り
ま
く
課
題
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

各
病
院
に
重
複
す
る
診
療
科
目(

内
科
、
外

科
な
ど)

を
、１
つ
ま
た
は
２
つ
に
再
編
す

る
こ
と
で
す
。
次
に
、
診
療
科
目
の
再
編

に
伴
い
、
３
つ
の
病
院
の
経
営
を
再
編
す

る
こ
と
で
す
。
現
在
、
長
浜
市
に
は
市(

市

立
長
浜
病
院
、
長
浜
市
立
湖
北
病
院)

と
日

本
赤
十
字
社(

長
浜
赤
十
字
病
院)

が
経
営

す
る
３
つ
の
病
院
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
３

つ
の
病
院
の
経
営
を
、
長
浜
市
ま
た
は
地

方
独
立
行
政
法
人
に
よ
る
公
営
か
、
日
本

赤
十
字
社
な
ど
に
よ
る
民
営
か
、
ど
ち
ら

を
主
体
に
再
編
す
る
の
か
と
い
う
課
題
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
の
一
つ
に
は
、２
０
２
４

年
４
月
に
始
ま
る
医
師
の
働
き
方
改
革
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、超
過
勤
務
が
異
常
に

長
い
医
師
の
労
働
時
間
を
制
限
す
る
働
き

方
改
革
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、実
働
す
る
医
師

数
が
減
少
し
、診
療
科
目
を
重
複
さ
せ
た
病

院
が
並
立
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、診
療
科
目
の
再
編
で
採
算
の
取

れ
な
い
病
院
が
生
じ
る
た
め
、病
院
経
営
を

１
つ
に
し
て
、３
つ
の
病
院
全
体
で
採
算
が

と
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
実
は
、本
年
６
月
22
日
、医
師
を
派
遣
す

る
京
都
大
学
医
学
部
と
滋
賀
医
科
大
学
か

ら
長
浜
市
長
宛
に
、
病
院
再
編
を
早
急
に

進
め
て
ほ
し
い
、
そ
れ
が
進
ま
な
い
場
合

に
は
、
重
複
し
て
医
師
を
配
置
す
る
こ
と

へ
の
協
力
は
困
難
と
い
う
要
望
書
が
提
出

さ
れ
、
病
院
の
再
編
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
病
院
の
診
療
科
を
再
編
し
、
経
営

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
医

療
体
制
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
優
秀

な
医
師
・
看
護
師
な
ど
に
長
期
に
わ
た
っ

て
長
浜
で
勤
務
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
９
月
定
例
月
議
会
で
、
病
院
経
営
を
検

討
す
る
経
費
に
つ
い
て
の
補
正
予
算
を
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
９
月
に
結
論

が
出
せ
る
よ
う
に
、
今
後
議
会
や
市
民
の

皆
さ
ん
に
必
要
な
情
報
を
開
示
し
た
う
え

で
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
医
療
を
守
る
た

め
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
ひ と

言
こ と

主
ぬ し

浅見 宣義浅見 宣義

市長コラム⑧

　

西
徳
寺
は
、
木
之
本
町
赤
尾
に
所
在
す

る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
す
。
15
世
紀
中

期
に
こ
の
地
域
の
武
士
だ
っ
た
磯
野 

種
秀

が
、村
人
の
勧
め
に
応
じ
て
開
い
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
堂
は
、
江
戸
時
代
の
正し

ょ
う
と
く徳
３

(

１
７
１
３)

年
に
建
立
さ
れ
、
元げ

ん
ぶ
ん文
３

(

１
７
４
０)

年
か
ら
大
正
14(

１
９
２
５)

年
ま
で
に
４
回
の
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
尊
を
安
置
す
る
内
陣
周
り
を
中
心
に
た

び
た
び
改
修
が
行
わ
れ
る
な
ど
、時
代
と
と

も
に
本
堂
に
も
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
の
解
体
修
理
で
、西
徳
寺
は
建

立
当
初
の
本
堂
の
姿
に
ほ
ぼ
復
原
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、解
体
修
理
か
ら
約
30
年
が

経
っ
た
令
和
３
年
か
ら
、屋
根
の
全
面
葺ふ

き

替か

え
と
そ
の
他
の
保
存
修
理
を
行
い
、令
和
４

年
５
月
27
日
に
竣し

ゅ
ん
こ
う工
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
解
体
修
理
等
に
よ
り
、
三
つ
並
び
の
仏

壇
、内
陣
と
外げ

じ
ん陣
と
い
う
間
の
境
目
の
引
障

子
な
ど
、真
宗
本
堂
の
ほ
ぼ
初
期
の
姿
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、境
内
に
は
長
浜
市
指
定
文
化
財
で

あ
る
鎌
倉
時
代
の
七
重
塔(
弘こ

う
あ
ん安

10
年
８
月

銘め
い)

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
に
至
る

ま
で
改
修
・
修
理
を
繰
り
返
し
、守
り
継
が

れ
て
き
た
西
徳
寺
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※
見
学
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

 問  

歴
史
遺
産
課(

☎
65
・
６
５
１
０)

国重要文化財
　「西

さいとくじ

徳寺本堂」
　所有者：西徳寺
　指定日：昭和61年５月 24日指定

▲七重塔からみる西徳寺本堂

シリーズ○シリーズ

 市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。
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な
が
は
ま
見
聞
録

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談・
人権相談

11月10日 (木)・17日 (木)・24日 (木)
12月１日 (木)・８日 (木)
10 時～12時
※11月24日 (木)・12月８日 (木)は人権相談のみ

さざなみタウン
ながはま文化福祉プラザ (高田町)

行政相談
　滋賀行政監視行政相談センター
　(☎０７７－５２３－１１００)

人権相談
　大津地方法務局長浜支局
　(☎６２－０５６５)

11月17日 (木)　10 時～12時 木之本まちづくりセンター
(木之本町木之本)

11月24日 (木)　10 時～12時
※人権相談のみ

社協木之本福祉ステーション
(木之本町千田)

11月30日 (水)　10 時～12時 社協湖北センター (湖北町速水)

12月２日 (金)　10 時～12時 浅井支所 (内保町)

12月２日 (金)　13 時～15時 余呉まちづくりセンター (余呉町中之郷)

12月５日 (月)　10 時～12時 虎姫まちづくりセンター (田町)

12月６日 (火)　10 時～12時 びわ高齢者福祉センター (難波町)

結婚相談

11月５日 (土)　10 時～12時
さざなみタウン
ながはま文化福祉プラザ (高田町)

社会福祉課 (☎６５－６５３６)
※ 登録は市ホームページ「結婚支
援」で検索または下記ＱＲコー
ドから。
※いずれの会場も提供
　できる情報は同じで
　す。

11月10日 (木)・17日 (木)・24日 (木)
18 時～20 時

11月２日 (水)　15時～17時 高月支所１－Ａ会議室 (高月町渡岸寺)

11月９日 (水)・16日 (水)　15時～17時
高月まちづくりセンター (高月町渡岸寺)

11月26日 (土)　10 時～12時

女性の悩み
相談★

11月10日 (木)　10 時～13 時
11月19日 (土)　13 時～16 時 市民交流センター (地福寺町)

平日：人権施策推進課
(☎６５－６５５６専用ダイヤル)
土日祝：市民交流センター
(☎６５－３３６６)

一日年金
相談所★ 11月17日 (木)　10 時～16 時 市役所本庁舎５階５ーＣ会議室

(八幡東町)

彦根年金事務所　お客様相談室
予約受付専用ダイヤル
(☎０７４９－２３－５４８９)

■各種無料相談　★印は予約が必要です。

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報をお届けします！

～新型コロナウイルス感染拡大予防対策をとり、
安全な事業運営に努めます～

記事広告

第25回文スポ理事長杯 グラウンド・ゴルフ大会
 【と　き】 11月16日(水) ９時～ 12時30分 ※雨天時は11月17日(木)に延期

 【ところ】 神照運動公園 多目的競技場(神照町)

 【対　象】 一般男女

 【参加費】 １人５００円(税込み)

 【定　員】 先着１５０人

 【内　容】 24ホールの個人ストロークマッチ

 【結　果】 上位入賞者のお名前・写真等を報道機関に情報提供します。

 【申込み】 11月１日(火)から受付開始します。直接または電話で。

問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団 神照運動公園(☎６５－３３９９)

▶ 神照運動公園
　イベント情報

2022

Vol.32 11

長浜まちなかフェスタ２０２２　開催中！

11月のイベント

長浜ものづくりＴＥＣＨ ２０２２
日時  11日(金) 10時～17時
　　 12日(土) 10時～16時
場所  長浜商工会議所(高田町)
内容  湖北地域の製造、ものづくり
　　 事業者が自社の技術や
　　 企画力をＰＲします。

　長浜に暮らす人が集い、豊かな暮らしや住みよいまちについて考える機会として、10月23日から『長浜まちなかフェスタ』を
開催しています。今後もさまざまなイベントを開催していきますので、ぜひお越しください。

 【問合せ・申込み】 長浜まちづくりセンター(☎６２－１８０８) もしくは各ＱＲコードからご確認ください。

ホームページ YouTube Twitter

まちなか花いっぱい活動
日時  20日(日) ８時～
場所  長浜えきまちテラス(北船町)
内容  駅とえきまちテラスをつなぐペデスト
　　 リアンデッキ花壇に、花を植栽します
　　 (要申込)。

大カロム大会
日時  20日(日) ９時～11時
場所  長浜まちづくりセンター(高田町)
内容  多世代で滋賀の伝統的なボードゲーム
　　 を楽しみませんか(要申込)。

健康づくり講演会
日時  24日(木) 13時30分～15時
場所 長浜まちづくりセンター(高田町)
内容 オーラルフレイル予防と
　　 健康長寿についての講演会
　　 (要申込)。
講師 杉藤 雅孝 氏(市立長浜病院
　　 歯科口腔外科医師)

ながはまコミュニティ・カレッジ学園祭
日時  12日(土) 13時～17時
場所  高月まちづくりセンター
　　 (高月町渡岸寺)
内容  得意分野や趣味をも
　　 つ市民が「センセイ」
　　 になり、市民同士が楽
　　 しく学び教え合う多彩
　　 な授業を約20コマ開
　　 講します(一部要申込
　　 み)。

テ ッ ク

すぎとう まさたか
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な
が
は
ま
見
聞
録

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

み
ん
な
の
掲
示
板

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

お
知
ら
せ

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

有料広告欄

◆「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険

　
料)

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ

　
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
今
年
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
人
に
、「
社
会
保
険
料(

国

民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」
が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
彦
根
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

(

☎
０
７
４
９
・
23
・
１
１
１
４)

◆
バ
ー
デ
あ
ざ
い
65
歳
以
上

　
温
浴
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
11
月
２
日(

水)

〜
30
日(

水)

対

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人(

昭
和

32
年
11
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人)

定
各
日
20
人
申
電
話
も
し
く
は

受
付(

事
前
予
約
制)

他
無
料
招
待
は

期
間
中
１
人
１
回
ま
で
。
受
付
で

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の(

運

転
免
許
証
ま
た
は
保
険
証)

を
提
示

く
だ
さ
い
。
問
バ
ー
デ
あ
ざ
い(

☎

76
・
１
１
２
６
）※
火
曜
休
館

◆
ふ
れ
あ
い
音
楽
会

日
11
月
13
日(

日)

14
時
〜
16
時
場

南
郷
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(

新
栄
町)

内
１
部
：
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
、
２
部
：
彩
音

合
奏
団
問
彩
音
合
奏
団 

清し
み
ず水(

☎

０
９
０・９
０
９
２・７
７
２
６)

◆
私
の
暮
ら
し
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る

　
働
き
方
展(

合
同
企
業
説
明
会)

湖
北
・
湖
東
エ
リ
ア
の
企
業
20
社

が
出
展
し
、
企
業
の
担
当
者
か
ら

直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
11
月
15
日(

火)

①
10
時
〜

12
時
30
分
、
②
13
時
30
分
〜
16
時
場

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
彦
根(

彦
根
市
駅
東

町)

対
①
短
時
間
勤
務
・
パ
ー
ト
勤

務
・
リ
モ
ー
ト
勤
務
等
、
自
分
に

あ
っ
た
働
き
方
を
希
望
す
る
人
、
②

35
〜
54
歳
で
正
社
員
採
用
を
目
指

す
就
職
氷
河
期
世
代
向
け
他
申
込

方
法
等
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。
問
し
が
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク(

☎

０
８
０・３
８
４
１・０
３
０
１)

◆
第
滋
賀
県
調
理
短
期
大
学
校

　
第
31
回
料
理
展
示
会

日
11
月
16
日(

水)

10
時
〜
14
時(

昼

食
の
販
売
は
11
時
〜
13
時
30
分)

場

滋
賀
県
調
理
短
期
大
学
校(

分
木

町)

内
料
理
展
示
、
ビ
ー
フ
カ
レ
ー

(

１
５
０
食)

の
販
売
、調
理
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
問
滋
賀
県
調
理

短
期
大
学
校(

☎
62
・
０
７
９
５)

◆
長
浜
北
星
高
等
養
護
学
校

　
冬
の
販
売
会

日
11
月
19
日(
土)
10
時
〜
12
時
場

長
浜
北
星
高
等
養
護
学
校(
地
福
寺

町)

内
冬
の
花
苗(

ハ
ボ
タ
ン
、
パ
ン

ジ
ー
、ビ
オ
ラ
等)

、木
製
ベ
ン
チ
他

他
商
品
持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
問
長
浜
北
星

高
等
養
護
学
校(

☎
62
・
０
９
３
０)

◆
第
11
回
エ
レ
キ
の
秀
や
ん

　
一
人
ラ
イ
ブ

日
11
月
19
日(

土)

13
時
〜
15
時
場

な
が
は
ま
文
化
福
祉
プ
ラ
ザ(

高

田
町)

内
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
せ
て
懐

か
し
い
曲
を
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
で
演

奏
し
ま
す
費
５
０
０
円
問
田
中(

m
osrit@

lapis.plala.or.jp)

◆
星
の
音
楽
・
和
の
心
で
繋
が
る

　
癒
し
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

日
11
月
27
日(

日)

13
時
開
場
、
14
時

開
演
場
慶
雲
館
・
新
館(

港
町)

内

コ
ン
サ
ー
ト(

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
：

饗あ
え
ば場
公こ

う
ぞ
う三
、
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
：

ミ
ラ
、ダ
ン
ス
：
吉よ

し
む
ら村
眞ま

ゆ

み
由
美)

、マ

ル
シ
ェ(

ガ
ラ
ス
作
品
他)

定
先
着

１
５
０
人
※
親
子
チ
ケ
ッ
ト
あ
り
。

費
３
，
５
０
０
円(

全
席
自
由)

他
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
膝
掛
け
持
ち
込
み
可
申

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
。
問
饗あ

え
ば場(

☎

０
８
０・６
１
５
０・９
８
１
７)

◆
湖
北
じ
ん
け
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
講
座「
宗
教
に
差
別
の
な
い
世

　
界
を
求
め
て
」

日
11
月
６
日(

日)

14
時
〜
16
時
場

な
が
は
ま
文
化
福
祉
プ
ラ
ザ
１
階

１
Ａ
・
１
Ｂ
会
議
室(

高
田
町)

内

長
浜
を
中
心
に
活
動
し
た
部
落

解
放
運
動
家 

朝あ
さ
の野
温よ

し
と
も知
・
通
称

「
温お

ん
ち知
」
さ
ん
の
生
涯
と
そ
の
活
動

に
つ
い
て
学
び
、
部
落
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
講
田た

な
べ邉
九く

に
ひ
こ

二
彦
・
早は

や
か
わ川

紀き

く

こ

久
子
・
山や

ま
ざ
き﨑
健け

ん
じ二

定
先
着
50
人

申
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
。
問
湖
北

じ
ん
け
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

田
邉(

☎

０
９
０・５
６
４
０・９
９
３
７)

◆
健
康
教
室

日
11
月
10
日(

木)

13
時
30
分
〜
場

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(

地
福
寺
町)

内
透
析
に
な
ら
な
い
よ

う
に
糖
尿
病
か
ら
腎
臓
を
守
り
ま

し
ょ
う
講
市
立
長
浜
病
院 

腎
臓
代

謝
内
科
責
任
部
長 

森も
り
た田 

義よ
し
か
た方

問
湖

北
医
師
会(

☎
65
・
３
６
０
０)

◆
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座

日
11
月
18
日(

金)

〜
令
和
５
年
１

月
27
日(

金)

の
間
で
９
回
開
催(

各

回
２
時
間
程
度)

場
長
浜
城
歴
史
博

物
館
研
修
室(

公
園
町)

内
学
芸
員

に
よ
る
講
義
と
現
役
ガ
イ
ド
に
よ

る
現
地
研
修
定
先
着
10
人
費
１
，

０
０
０
円
締
11
月
11
日(

金)

問
長
浜

観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会

(

☎
65
・
０
３
７
０)

◆
近
江
が
ん
医
療
の
会

　「
ハ
ー
ト
ケ
ア
サ
ロ
ン
」

が
ん
患
者
と
ご
家
族
の
た
め
の
サ

ロ
ン
で
す
。
日
11
月
19
日(

土)

10
時

30
分
〜
12
時
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー(

勝
町)

問
よ
り
よ
い
が

ん
医
療
を
め
ざ
す
近
江
の
会 

藤ふ
じ
わ
ら原

(

☎
０
９
０・４
６
４
８・８
５
９
５)

◆
第
37
回
一
日
回
峰
行

日
11
月
23
日(

水
・
祝)

９
時
〜
14

時(

悪
天
候
時
中
止)

場
五
先
賢
の
館

(

北
野
町)

対
小
学
生
以
上(

３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴)

定
先
着
50
人

内
小
谷
城
址
東
側
で
の
回
峰
行
、
下

山
後
お
抹
茶
で
一
服
費
２
０
０
円

(

小
中
学
生
無
料)

持
弁
当
、
山
登
り

の
服
装
、
雨
具
な
ど
申
電
話
、
メ
ー

ル
で
左
記
ま
で
。
問
五
先
賢
の
館

(

休
館
水
・
木
曜
日
・
祝
日
翌
日)(

☎

74
・
０
５
６
０
／

gosenken@
zd.ztv.ne.jp)

◆
男
性
介
護
者
の
つ
ど
い

　「
彦
根
こ
ん
き
会
」

地
域
を
問
わ
ず
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
毎
月
第
２

月
曜
日 

10
時
30
分
〜
15
時
場
彦
根

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

彦
根
市
里

根
町)

対
認
知
症
の
あ
る
人
を
介
護

す
る
男
性
介
護
者
費
２
０
０
円(

要

別
途
空
調
費)

問
家
族
の
会　

滋
賀

県
支
部(

月
〜
金
10
時
〜
15
時)(

☎

０
７
７・５
６
７・４
５
６
５)

◆
ミ
ニ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

講
座
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
日
毎
月
第
１
水
曜
日
13

時
30
分
〜
60
分
程
度
場
さ
ざ
な
み

タ
ウ
ン(

高
田
町)

定
先
着
７
人
申
電

話
で
左
記
ま
で
。
問
ひ
な
た
カ
フ
ェ

(

南
長
浜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内)(

☎
65
・
８
３
５
２)

◆
湖
国
寮
入
寮
者
募
集

首
都
圏
で
学
ぶ
滋
賀
県
出
身
者
の

学
生
生
活
を
支
援
す
る
湖
国
協
会

で
は
、
令
和
５
年
度
の
入
寮
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
場
東
京
都
武
蔵

野
市
西
久
保
２
ー
15
ー
30(

Ｊ
Ｒ
中

央
線
三
鷹
駅
か
ら
徒
歩
10
分)

対
大

学
、
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
18
歳
以

上
の
学
生
費
１
人
部
屋
の
場
合
月

８
２
，
０
０
０
円(

朝
夕
１
日
２
食

付)

。
電
気
、
水
道
代
は
実
費
負
担
。

申
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

問
湖
国
寮(

☎
０
４
２
２
・
55
・

１
１
３
５)

◆
健
康
麻
雀 

参
加
者
募
集

健
康
麻
雀
は
、お
金
を「
賭
け
な
い
」・

お
酒
を
「
飲
ま
な
い
」・
タ
バ
コ
を

「
吸
わ
な
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
麻

雀
で
す
。
認
知
症
予
防
、脳
ト
レ
、友

達
づ
く
り
に
最
適
で
す
。
日
主
に

毎
週
火
曜
日
、
土
曜
日
の
13
時
〜
17

時
場
高
月
駅
東
口
構
内
会
議
室(

高

月
町
落
川)

費
５
０
０
円
申
電
話
も

し
く
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。
問

長
浜
健
康
麻
雀
倶
楽
部 

安や
す
だ田(

☎

０
７
０・４
２
８
７・６
０
３
８
／

yrei@
zeus.eonet.ne.jp)

講
座・教
室

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは申込不要、参加無料です。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

催
　
し

募
　
集

▲ 

フ
ィ
ッ
ト
す
る
働
き
方

展
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲ 

長
浜
北
星
高
等
養
護

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲ 

コ
ン
サ
ー
ト
・マ
ル
シ
ェ

詳
細
・申
込
み
フ
ォ
ー
ム

▲
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

▲
湖
国
寮

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
１月号：11月16日(水)　２月号：12月15日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは政策デザイン課(☎65－6504）までお問合せください。

お
知
ら
せ

11
月
の
税
・
料

〇
市
県
民
税

〇
国
民
健
康
保
険
料

〇
介
護
保
険
料

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

市
税
・
料
の
納
め
方
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。▼

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

11・12
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
必
ず
電
話
の
う
え
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
検
査

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

11
月
３
日
、６
日
、13
日
、20
日

　
　

23
日
、27
日

12
月
４
日
、11
日
、18
日
、25
日

　
　

30
日
、31
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
〜
11
時
30
分

12
時
30
分
〜
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】 

９
時
〜
18
時

【
診
療
科
】 

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１・２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療
券
・

お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手
帳(

乳
幼

児
の
場
合)

を
お
忘
れ
な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始(

12
月
30
日
〜
１
月
３
日)

で

す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・６
３
０
１)
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秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、山
の
木
々
が

一
斉
に
色
づ
き
始
め
ま
し
た
。
鶏
足
寺

や
孤
篷
庵
な
ど
市
内
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト

も
い
よ
い
よ
見
頃
を
迎
え
る
頃
で
す
。

　

モ
ミ
ジ
の
赤
、
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
色
、

ケ
ヤ
キ
の
オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
、
木
の
種

類
に
よ
っ
て
色
づ
き
か
た
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
こ
の
時
期
は
山
全
体
が
ち
ぎ
り

絵
の
よ
う
に
モ
ザ
イ
ク
状
に
彩
ら
れ

ま
す
。
ま
る
で
化
粧
を
す
る
か
の
よ
う

な
葉
の
色
の
変
化
は
、
日
照
時
間
や
気

温
の
変
化
を
樹
木
が
感
じ
て
、
冬
支
度

を
始
め
た
サ
イ
ン
で
す
。
気
温
が
低

い
山
頂
か
ら
徐
々
に
色
が
変
化
し
始

め
、や
が
て
里
へ
と
下
り
て
き
ま
す
。

　
紅
葉
は
よ
く
「
色
づ
く
」
と
い
い
ま

す
が
、
実
は
紅
葉
の
初
期
段
階
に
は
、

葉
緑
素
が
な
く
な
り
黄
色
く
な
る
と

い
う
変
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

正
確
に
は
「
色
が
ぬ
け
る
」
と
表
現
す

べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
紅
葉
は
、
世
界
で
も
有
数
の

美
し
さ
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
紅
葉
す

る
樹
種
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た

色
合
い
が
出
る
た
め
に
、
秋
の
山
は
色

ど
り
豊
か
に
な
る
の
で
す
。
長
浜
で

は
太
平
洋
側
の
気
候
と
日
本
海
の
気

候
が
ぶ
つ
か
り
合
う
た
め
、
さ
ら
に
樹

種
も
豊
富
に
な
り
、
多
彩
な
紅
葉
が
見

ら
れ
る
地
域
だ
と
い
え
ま
す
。

　
紅
葉
は
木
々
の
冬
支
度
の
過
程
で
起

こ
る
色
彩
の
シ
ョ
ー
で
す
。
木
の
種
類

や
葉
の
変
化
を
想
像
し
な
が
ら
、
紅
葉

の
色
合
い
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 問  

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

エピソード　28
秋の訪れのサイン「紅葉」

このエピソードを紹介する
おもしろ動画はコチラ

今
月
の
表
紙

 　
今
回
は
、YouTube

やInstagram
等

で
、日
本
文
化
や
日
本
語
を
世
界
へ
発
信
す

る
丸
井 

カ
ミ
ラ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

Ｑ.

活
動
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

小
さ
い
頃
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
日
本
へ
移

り
住
ん
だ
当
初
、自
分
や
母
親
が
日
本
語
を

理
解
で
き
ず
、悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
が

根
本
に
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
悔
し
さ
を

ば
ね
に
、自
分
が
き
ち
ん
と
日
本
語
を
勉
強

す
る
と
、他
の
日
本
人
の
子
た
ち
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
人

た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、日
本
や
長
浜

の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
自
分
と
同
じ
よ
う
に
言

語
の
壁
に
当
た
る
人
々
の
助
け
に
な
り
た

い
」、「
き
ち
ん
と
勉
強
し
て
、言
葉
の
壁
を

超
え
た
ら
日
本
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
」と
考
え
、
日
本
の
こ

と
を
知
り
た
い
ブ
ラ
ジ
ル
や
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
圏
の
人
た
ち
に
向
け
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
日
本

文
化
の
発
信
や
日
本
語
の
講
座
を
始
め
ま

し
た
。

Ｑ.

活
動
の
中
で
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
は
な
ん
で
す
か
。

　

日
本
語
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
で

は
、「
た
く
さ
ん
あ
る
日
本
の
素
敵
な

場
所
に
、
少
し
日
本
語
を
話
せ
る
だ

け
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
言
語
だ
け
で

な
く
、
観
て
く
れ
た
人
が
日
本
に
来

る
と
き
の
た
め
に
、
日
本
の
慣
習
や

文
化
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、住
み
や
す
く
歴
史
の
あ
る
長
浜
の

こ
と
も
伝
え
る
た
め
に
、伝
統
的
な
行
事
や

長
浜
で
の
生
活
の
リ
ア
ル
な
風
景
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
建
造
物
や
催
事

に
つ
い
て
は
、そ
の
歴
史
や
背
景
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。

Ｑ.

活
動
を
通
し
て
、
や
っ
て
き
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

　
以
前
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
た
際
、フ
ァ
ン
の

人
か
ら「
あ
な
た
の
発
信
で
日
本
に
行
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」、「
い
つ
も
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」と
い
う
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
登
録
者
数
や
い
た
だ

く
コ
メ
ン
ト
は
多
い
け
れ
ど
、実
際
に
観
て

く
れ
て
い
る
人
に
会
う
の
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、発
信
し
て
き
た
成
果
を
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
の
発

信
の
影
響
に
対
し
て
、責
任
を
よ
り
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
本
文
化
や
日
本
語
の
発

信
を
通
じ
て
、ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
た
ち

あ
げ
な
ど
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
熱
心
に
語
る
丸
井
さ
ん
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
丸
井
さ
ん
の
活
動
は
、日

本
と
世
界
を
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

登録者数約47万人YouTuber

丸
ま る い

井 カミラ さん(柿木)

日本の魅力を世界に発信

４
年
ぶ
り
に
長
浜
き
も
の
大
園
遊
会
が
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
着
物
姿
で
お
茶
席
や
競
技
か
る
た
体
験
な
ど
和
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

散
策
す
る
着
物
姿
の
人
々
が
市
街
地
を
華
や
か
に
彩
り
、
見
る
人
々
に
美
し
い
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。(

10
月
８
日
撮
影)

 植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けしているほか、市民交流センターや図書館、まちづくり
センターなど市の公共施設やスーパー、診療所などにも置いています。また、市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。声の広報も作成していますので、ご希望の場合は政策デザイン課まで。

人口と世帯数
令和４年10月１日現在

人口 １１５，３５８人 （－51）
男 ５６，４６４人 （－33）
女 ５８，８９４人 （－18）
世帯数 ４７，３５９世帯（＋29）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Twitter
長浜市広報

Facebook
長浜市教育委員会

Instagram
＃長浜ちょぴっく

YouTube
はま～るtb.

広報紙をスマホで
マチイロ

防災情報等を配信
ＬＩＮＥ


